
テーブルの試練　マニュアル

●パーツの役割

手前側でプレイヤーはプレイします。

テーブルの試練は、球が常に奥側に転がるように本体が意図的に奥側へ

傾く仕掛けになっています。

そのため本体手前と本体奥のゴム足の高さを変えて作られています。

ゴール（的）

ゴム足の画像 ゴム足の高さが異なる画像
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テーブルの試練　マニュアル

●ゲームの準備　その１

坂やデコボコな地面でなく平らな地面に

テーブルや台などを設け、その上に

本体を置きます。

テーブルや台などを用意するのが難しく

やむおえず床や地面に置く場合でも

坂やデコボコな場所でなく、平らな

場所に置いて下さい。

ゲームが続いたり、お届け時に

棒が「球止め」より先へ

延び出てしまう場合がございます。

この時は、棒を元の位置へ戻す必要が

あります。以下の画像ように戻して下さい。

▲ ▲

上の画像を参考に棒を通してある丸い金属の輪に指をかけて、伸び出している棒を

同じ手の空いた指で抱えて押し込みます。

（棒の外径と金属の輪の穴の内径が同じ寸法のため、棒が穴と水平になっていないと

スムーズに入りません。

そのため、上の手順にすると穴と棒を水平になるので、棒が穴の中に入っていくのです。）
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テーブルの試練　マニュアル

●ゲームの準備　その２

本体手前の２本の棒の間に球をおきます。

上手く、奥へ勝手に転がっていく事を

確認して下さい。

転がらない場合は、本体の置き場所を

変えて、再び試してみて下さい。

球を奥の球止めの位置で静止させて

これでゲーム開始です。

このゲームは、２本の棒を広げた

間でしか球は移動できません。

枠で囲った所の 2 本の棒を広げた間に

ゴール（的）の場所を決めて

ゴール（的）を置いて下さい。
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テーブルの試練　マニュアル

●ゲーム

２本の棒を閉じると球は奥へ転がって行き、球止めで止まります。

２本の棒を開くと、球は手前へ転がります。しかし、開きすぎると球が棒から

落ちてしまいます。

この操作を上手く操り、球をゴール（的）へ入れてください。

上手く、ゴール（的）に入れればクリアです。おめでとう！

球が棒から落ちてしまったり、ゴール（的）に上手く入らなかったら

ゲームオーバーです。残念でした。
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おめでとう！ゲームクリア！ 残念！ゲームオーバ－！



テーブルの試練　マニュアル

●ゲームの難易度を上げる

２本の棒に上の画像のように難易度調整ゴムを噛ませます。

難易度調整ゴムは切れ込みが入っておりＣの形になっているので棒に挟み込むだけです。

このゴムが障壁となり、上手く勢いを付けて球を手前に転がせないと攻略が

できなくなるので難易度が上がります。

( 難易度ＵＰの方法その 1)１ゲームを４５秒に制限する

( 難易度ＵＰの方法その２) 棒に難易度調整ゴムを噛ませる

※返却時に棒に難易度調整ゴムを付けたまま返却は絶対に止めてください。

輸送中に外れて無くなってしまいます。

必ず、専用の袋へ入れて返却して下さい。

このゲームをＰＬＡＹした事ある方やコツが分かった方は余裕でクリア

できてしまう事があります。

イベント前にスタッフ側で実際に遊んでみて、簡単だと思ったら難易度を上げて

ゲームを提供して下さい。
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取り付ける場合は球止めから、ちょうど

球３個分（球止めから 120mm くらいの位置）

あたりに付けて下さい。

これより手前に付けると容易に勢いが作れてしまい

奥に付けると、球の勢いが作れずにゲーム自体が

成立しない場合が発生する恐れがあります。

ズレたり動いてしまった場合は適時修正して下さい。

クリアできる人は、おおよそ早い人で 30 秒、遅くても 1 分以内にはクリアできるようなので

平均した 45 秒制限にすると、白熱します。（タイマーは付属していません）
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